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このドキュメントは、Oracle9i Developer Suite リリース 2（9.0.2）と、その機能の記載内容との相違点
を要約したものです。

リリース・ノートとその他のドキュメントの最新版については、次のサイトにある Oracle Technology 
Network を参照してください。

http://otn.oracle.co.jp

製品の名称製品の名称製品の名称製品の名称
Oracle9i Developer Suite（Oracle9iDS）は、旧 Oracle Internet Developer Suite から名称変更されまし
た。

Windows の場合、Oracle9i Developer Suite リリース 2 には次のコンポーネントが含まれます。

� Oracle9i JDeveloper

� Oracle9i Forms Developer（旧 Oracle Developer の Forms）

� Oracle9i Designer

� Oracle9i Software Configuration Manager（旧 Oracle Repository）

� Oracle9i Warehouse Builder

� Oracle9i Discoverer Administrator（旧 Oracle Discoverer Administration Edition。Oracle9i 
Discoverer Desktop を含む）

� Oracle9i Reports Developer（旧 Oracle Developer の Reports）

ただし、Oracle9i Developer Suite リリース 2 は、Windows 95/98/ME ではサポートされていません。

UNIX の場合、Oracle9i Developer Suite リリース 2 には次のコンポーネントが含まれます。

� Oracle9i JDeveloper

� Oracle9i Forms Developer（旧 Oracle Developer の Forms）

� Oracle9i Reports Developer（旧 Oracle Developer の Reports）

動作要件動作要件動作要件動作要件
Linux Intel プラットフォーム上のこのリリースの Oracle9i Developer Suite Release 2 では、次の機能は
サポートされません。プログラムがインストールされている場合やドキュメントに記述がある場合でも
その機能の使用はサポートされませんのでご注意ください。

� Oracle9i Forms Developer

� Oracle9i Reports Developer

動作要件に関する最新の情報は、次のサイトで確認できます。

http://www.oracle.co.jp/products/system/index.html

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Oracle9i Developer Suite の各コンポーネントのリリース・
ノートも参照してください。

注意注意注意注意 : ORACLE_HOMEは、特に指定のない限り、Oracle9i 
Developer Suite をインストールする Oracle ホームの名前および
ディレクトリを示します。
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Oracle9i Developer Suite 日本語環境での構成日本語環境での構成日本語環境での構成日本語環境での構成

プログラム・コンポーネントの日本語環境での構成プログラム・コンポーネントの日本語環境での構成プログラム・コンポーネントの日本語環境での構成プログラム・コンポーネントの日本語環境での構成

Oracle9i JDeveloper
Oracle9i JDeveloper 9.0.3 を利用するためには、Oracle9i Developer Suite のインストール CD とは別の
Oracle9i JDeveloper 9.0.3 の CD でインストールする必要があります。インストール方法の詳細は、
『Oracle9i JDeveloper 9.0.3 インストレーション・ガイド』を参照してください。

また、Oracle9i JDeveloper 9.0.2 を利用するためには、Oracle9i Developer Suite をインストール後、
パッチを適用する必要があります。このパッチは Oracle9i Developer Suite でインストールされる
Oracle9i JDeveloper に対してのみ適用できます。

このパッチは製品に同梱される Oracle9i Developer Suite Release 2（9.0.2）for Linux のアップデート
CD に含まれています。

パッチの適用手順は、次のとおりです。

1. 稼働中の製品がある場合は、すべて終了させてください。

2. Oracle9i Developer Suite Release 2（9.0.2）for Linux のアップデート CD の次のディレクトリ配下
のファイルを Oracle Home の該当ディレクトリに上書きコピーしてください。

JDeveloper¥Additional

この作業により日本語ドキュメントもインストールされます。

既知の問題既知の問題既知の問題既知の問題
この項は、次の部分に分かれています。

� インストールの問題

� 削除の問題

� Oracle9i JDeveloper の問題

� Oracle9i Business Intelligence Beans の問題

� Oracle9i XML Developer's Kit

インストールの問題インストールの問題インストールの問題インストールの問題

J2EE 開発版のインストールで設定されていない開発版のインストールで設定されていない開発版のインストールで設定されていない開発版のインストールで設定されていない J2EE コンテナコンテナコンテナコンテナ
次の問題は、J2EE 開発版のインストール・タイプでのみ発生します。

� 問題問題問題問題 : ORACLE_HOME/j2eeにある J2EE コンテナが interMedia アプリケーションをサポートするよ
うに設定されていません。

対処方法対処方法対処方法対処方法 : interMedia を使用可能にするには、J2EE コンテナの CLASSPATH に ORACLE_
HOME/ord/jlibディレクトリを追加します。

� 問題問題問題問題 : ORACLE_HOME/j2eeにある J2EE コンテナが SOAP アプリケーションをサポートするように
設定されていません。

対処方法対処方法対処方法対処方法 : SOAP サポートを使用可能にするには、soap.earを JDeveloper から J2EE コンテナに
配置します。ORACLE_HOME/j2ee/home/configにある server.xmlで次の行をアンコメント
します。

<web-site path="./http-web-site.xml" />

� 問題問題問題問題 : ORACLE_HOME/j2eeの J2EE コンテナが HTTP リスナーとして設定されていません。

対処方法対処方法対処方法対処方法 : ORACLE_HOME/j2eeにある J2EE コンテナを HTTP リスナーとして機能させるには、次
の操作を行います。

1. ORACLE_HOME/j2ee/home/config/server.xmlで、次の行をアンコメントします。

<web-site path="./http-web-site.xml" />
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2. デフォルトでは、リスナーはポート「8888」を使用します。ORACLE_
HOME/j2ee/home/config/http-web-site.xmlのポート番号を変更して、他のアプリ
ケーションと衝突しないようにする必要がある場合もあります。

Root.sh の実行時の警告メッセージの実行時の警告メッセージの実行時の警告メッセージの実行時の警告メッセージ
UNIX プラットフォームでは、スクリプト root.shを実行しているときに、警告メッセージが表示さ
れます。このメッセージは、無視できます。

Linux 上の上の上の上の runInstaller の問題の問題の問題の問題
Linux 上の runInstaller は、同一の runInstaller プロセスから複数のインストールまたは削除を実行する
と、ハングまたは終了します。これは、runInstaller のメモリ不足が原因です。この問題が発生した場合
は、runInstaller を終了します。次に、runInstaller を再起動し、次のインストールまたは削除を行いま
す。

Linux にインストールする前のにインストールする前のにインストールする前のにインストールする前の $LD_LIBRARY_PATH の設定の設定の設定の設定
Oracle9i Developer Suite を Linux 上の既存の Oracle9i Application Server の Oracle ホームにインス
トールする場合、Oracle9iDS のインストールを始める前に、$LD_LIBRARY_PATH環境変数に
$ORACLE_HOME/lib（$ORACLE_HOMEは、Oracle9i Application Server のインストール先）を設定す
る必要があります。

インストール時のパフォーマンス（オプション）インストール時のパフォーマンス（オプション）インストール時のパフォーマンス（オプション）インストール時のパフォーマンス（オプション）
ウィルス保護プログラムの設定によっては、インストール時のパフォーマンスが低下することがありま
す。インストールを速くするには、Oracle9iDS をインストールする前に、ウィルス保護プログラムを停
止しておく方法があります。

Oracle9i Developer Suite Documentation Library のインストールのインストールのインストールのインストール

英語版ドキュメントのインストール英語版ドキュメントのインストール英語版ドキュメントのインストール英語版ドキュメントのインストール

英語版のドキュメントをインストールする場合、Windows および Solaris では、ドキュメント・ライブ
ラリ CD-ROM からご使用のシステムにファイルをコピーするか、Oracle9i Developer Suite Disk 1 
CD-ROM の Oracle Universal Installer を使用してファイルをインストールすることができます。

HP-UX および Linux では、ドキュメント・ライブラリ CD-ROM からご使用のシステムにファイルをコ
ピーします。

Oracle9i Developer Suite Documentation Library をインストールする手順は、『Oracle9i Developer Suite
インストレーション・ガイド』を参照してください。

HP-UX およびおよびおよびおよび Linux プラットフォームプラットフォームプラットフォームプラットフォーム

Oracle Universal Installer を使用した Oracle9i Developer Suite Documentation Library のインストール
は、HP-UX および Linux プラットフォームではサポートされていません。『Oracle9i Developer Suite イ
ンストレーション・ガイド』とリリース・ノートに記載されているように、次のコマンドを使用してド
キュメント・ライブラリ・ディレクトリを CD-ROM から手動でコピーする必要があります。

cp -r mount_point/doc $ORACLE_HOME

Red Hat 7.1 へのインストールについてへのインストールについてへのインストールについてへのインストールについて
Red Hat 7.1 へインストールする場合、Red Hat 7.1 上の ld コマンドのバージョンが古いため、インス
トール中のクライアント・ライブラリ作成時（genclntsh）に次のようなエラーが発生します。

Make ファイル　../plsql/lib/ins_plsql.mkのターゲット install を起動中にエラーが発生しまし
た。

これは、LD_SELFCONTAINED で指定している "-z def" オプションが Red Hat 7.1 上の ld コマンドで正
常に動作しないためです。binutils を 2.10.91.0.4 以上にすることで回避できますが、オラクル社では次
の方法を推奨します。オラクル社ではこの方法をサポート対象としています。

1. エラーが表示されたらインストールしているユーザーでホスト上に新しいウィンドウを開き、環境
変数 ORACLE_HOME をインストール対象の ORACLE_HOME ディレクトリに設定します。

2. カレント・ディレクトリをインストール先の $ORACLE_HOME/bin に移動します。

3. $ORACLE_HOME/bin にある genclntsh スクリプトのバックアップを取ります。
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4. エディタ（vi など）を起動し、genclntsh スクリプトの 147 行目の "-z def" の記述を削除します。

変更前 :
LD_SELF_CONTAINED = "-z def"

変更後 :
LD_SELF_CONTAINED = ""

5. Oracle のライブラリを作成するためにスクリプト genclntsh を実行します（実行には時間がかかり
ます）。

Oracle Universal Installer のヘルプの日本語が文字化けのヘルプの日本語が文字化けのヘルプの日本語が文字化けのヘルプの日本語が文字化け
Oracle Universal Installer のヘルプで使われている日本語が□に文字化けします。この問題はインス
トーラのヘルプのみであり、その他の部分については問題ありません。

サイレント・インストールと非対話型インストールサイレント・インストールと非対話型インストールサイレント・インストールと非対話型インストールサイレント・インストールと非対話型インストール
Oracle9iDS には、2 通りの非対話型インストールがあります。

� サイレント・インストールサイレント・インストールサイレント・インストールサイレント・インストール : 実行する場合は、Oracle Universal Installer でレスポンス・ファイルを
使用し、-silent フラグを指定します。 インストール画面は表示されません。 インストーラは、イン
ストールからターミナル・ウィンドウおよび silentInstall.log ファイルへと出力を生成します。

� 非対話型インストール非対話型インストール非対話型インストール非対話型インストール : 実行する場合は、Oracle Universal Installer でレスポンス・ファイルを使用
しますが、-silent フラグは指定しません。 特定のウィンドウを選択して非表示にし、その他のウィ
ンドウのみを画面に表示できます。

レスポンス・ファイルは、通常はインストール・ダイアログで取得される問合せの応答を含む単純なテ
キスト・ファイルです。 Oracle9iDS には、インストールのタイプによって異なるレスポンス・ファイル
があります。 これらのファイルは、Oracle9iDS CD-ROM Disk1 に収録されています。レスポンス・ファ
イルは、サイレント・インストールまたは非対話型インストールに合わせて編集する必要があります。

プリインストールプリインストールプリインストールプリインストール

サイレント・インストールまたは非対話型インストールを開始する前に、ハードウェア要件およびソフ
トウェア要件や『Oracle9i Developer Suite インストレーション・ガイド』に記載されたプリインストー
ル・タスクを確認してください。

Windows NT では、Windows システム・ファイルのインストールが完了していることを確認してくだ
さい。 UNIX プラットフォームでは、oraInventory ディレクトリが存在していることを確認してくださ
い。 UNIX マシンに初めて Oracle 製品をインストールする場合は、次のコマンドを入力してください。

1. su

2. mkdir /var/opt/oracle

3. echo "inventory_loc=/local_location/oraInventory" > 
/var/opt/oracle/oraInst.loc

/local_location/oraInventoryは、ご使用の Oracle Universal Installer のインベントリ・
ディレクトリです。

4. chown -R idsinstaller /var/opt/oracle

idsinstallerは、Oracle9iDS のインストールを実行するユーザーです。

5. exit

サイレント・インストールまたは非対話型インストールを実行する手順は、次のとおりです。サイレント・インストールまたは非対話型インストールを実行する手順は、次のとおりです。サイレント・インストールまたは非対話型インストールを実行する手順は、次のとおりです。サイレント・インストールまたは非対話型インストールを実行する手順は、次のとおりです。

1. システムに合わせて選択したレスポンス・ファイルをコピーします。

レスポンス・ファイルは、Oracle9iDS CD-ROM Disk1 の stage/Response に収録されています。

Windows には、次のレスポンス・ファイルがあります。

� oracle.ids.toplevel.development.J2EE.rsp

� oracle.ids.toplevel.development.BI.rsp

� oracle.ids.toplevel.development.RAD.rsp

� oracle.ids.toplevel.development.Complete.rsp
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UNIX には、次のレスポンス・ファイルがあります。

� oracle.ids.toplevel.development.Minimum.rsp

� oracle.ids.toplevel.development.Complete.rsp

2. テキスト・エディタを使用して、システムのレスポンス・ファイルを編集し、システム固有の情報
を追加します。 レスポンス・ファイルのパラメータのリストについては、この項で後述します。

変数の値を指定して、インストールをカスタマイズする必要があります。 レスポンス・ファイルに
含まれる各変数には、コメントが付けられています。 コメントにより変数タイプを識別できます。 
値は次のフォーマットで指定してください。

string = "Sample Value"
Boolean=True or False
Number=1000
StringList=("StringValue 1", "StringValue 2")

< 必須の値 > として定められた値は、サイレント・インストールで指定する必要があります。

インストールを開始する前に、使用するレスポンス・ファイルの変数値からコメントを削除してく
ださい。

3. UNIX の場合 :  次のコマンドを入力して、作業するマシンの表示設定を行ってください。

setenv DISPLAY your_machine:0.0

4. setup.exe または runInstaller が収録されている Disk1 のルートにナビゲートします。

5. コマンド・プロンプト・ウィンドウでインストーラを起動し、パラメータとして使用するレスポン
ス・ファイルのフル・パスを指定します。 たとえば、次のように指定します。

� Windows の場合 : setup [-silent] -responseFile /<local_
location>/oracle.ids.toplevel.development.<InstallType>.rsp

� UNIX の場合 : runInstaller [-silent] -responseFile /<local_
location>/oracle.ids.toplevel.development.<InstallType>.rsp

不適切または不完全なレスポンス・ファイルを使用してサイレント・インストールまたは非対話型
インストールを実行したり、インストーラでディスク領域不足などのエラーが発生すると、インス
トールが失敗します。 レスポンス・ファイルを指定せずに非対話型インストールを実行する場合も、
インストールが失敗します。

コンテキスト、フォーマット、型が不適切な変数の値は、値が指定されていないものとして扱われ
ます。 セクションの外にある変数は無視されます。

サイレント・インストールまたは非対話型インストールの成功や失敗は、installActions.log に記録
されます。また、サイレント・インストールでは silentInstall.log が作成されます。このログ・ファ
イルは、インストール中に oraInventoryまたは Inventoryディレクトリに作成されます。 サイ
レント・インストールまたは非対話型インストールが失敗した場合は、インストールの実行中に
残ったすべてのファイルを完全に削除する必要があります。

6. UNIX の場合 : root.sh スクリプトを実行します。

root.sh スクリプトを実行する手順は、次のとおりです。

– ルート・ユーザーとしてログオンします。

– Oracle ホーム・ディレクトリで root.sh スクリプトを実行します。

– ルート・ユーザーを終了します。

� サイレント・インストールの場合 : サイレント・インストールの完了後に root.sh スクリプトを
実行する必要があります。

� 非対話型インストールの場合 : Oracle9iDS の非対話型インストール中に、インストーラが
root.sh スクリプトの実行を要求します。 「Finished running generic part of the root.sh script」
や「Now product-specific root actions will be performed」というメッセージが表示されたら、
ルート・ユーザーを終了してインストール画面に戻ってください。

root.sh スクリプトにより、ORACLE_OWNER、ORACLE_HOME、ORACLE_SID の環境変数
の設定やローカル binディレクトリのフル・パスが検出されます。 デフォルトを受け入れた
り、異なるローカル binディレクトリに変更したりできます。
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レスポンス・ファイルのパラメータレスポンス・ファイルのパラメータレスポンス・ファイルのパラメータレスポンス・ファイルのパラメータ

サイレント・インストールまたは非対話型インストールに使用するパラメータやその一般的な値は、次
のとおりです。

UNIX_GROUP_NAME="dba" （またはインベントリ・ディレクトリに設定した UNIX グループ）

FROM_LOCATION="/<shiphome_location>/Disk1/stage/products.jar"

FROM_LOCATION_CD_LABEL="Oracle9i Developer Suite #.#.#.#.#" （注意 : CD-ROM からインストー
ルを実行する場合は、このパラメータに値を入力してください）

ORACLE_HOME="/<local_location>/oracle"

SHOW_SPLASH_SCREEN=true

SHOW_WELCOME_PAGE=false

SHOW_COMPONENT_LOCATIONS_PAGE=false

SHOW_CUSTOM_TREE_PAGE=false

SHOW_SUMMARY_PAGE=false

SHOW_INSTALL_PROGRESS_PAGE=true

SHOW_REQUIRED_CONFIG_TOOL_PAGE=false

SHOW_OPTIONAL_CONFIG_TOOL_PAGE=false

SHOW_RELEASE_NOTES=false

SHOW_ROOTSH_CONFIRMATION=false

SHOW_END_SESSION_PAGE=false

SHOW_EXIT_CONFIRMATION=false

NEXT_SESSION=false

NEXT_SESSION_ON_FAIL=false

SHOW_DEINSTALL_CONFIRMATION=false

SHOW_DEINSTALL_PROGRESS=true

LOCATION_FOR_DISK2="/<shiphome_location>/Disk1/stage/products.jar"

削除の問題削除の問題削除の問題削除の問題

Oracle Universal Installer では全ファイルは削除されないでは全ファイルは削除されないでは全ファイルは削除されないでは全ファイルは削除されない
Oracle Universal Installer で削除しても、すべてのファイルとディレクトリは削除されません。
ORACLE_HOME に残っているファイルとディレクトリは、手動で削除する必要があります。削除の詳
細は、『Oracle9i Developer Suite インストレーション・ガイド』を参照してください。

Oracle9i JDeveloper の問題の問題の問題の問題
ここに記述されているものに加え、別途提供されている『Oracle9i JDeveloper リリース・ノート』も参
照してください。

SCM: Version History Viewer を使用してマージ操作を実行できない（を使用してマージ操作を実行できない（を使用してマージ操作を実行できない（を使用してマージ操作を実行できない（Bug2227925））））
問題点問題点問題点問題点 : Version History Viewer でマージ操作を実行した際に、次のエラーが発生する場合があります。
java.lang.IllegalArgumentException: setRoot: Null Filename

回避策回避策回避策回避策 : JDeveloper からではなく、Repository Object Navigator からマージ操作を実行してください。

Oracle9i Business Intelligence Beans の問題の問題の問題の問題
別途提供されている『Oracle9i Business Intelligence Beans リリース・ノート』を参照してください。
既知の問題 7



Oracle9i XML Developer's Kit

動作要件とシステム要件動作要件とシステム要件動作要件とシステム要件動作要件とシステム要件
Oracle9i XML Developer's Kit（XDK）リリース 1（9.0.1）では、新たに次のサポートが提供されていま
す。

� Oracle Schema Processor は、W3C Schema の正式な推奨事項に対応しています。

� XSQL Servlet は、Apache FOP 0.18 に対応しています。

一般的な問題とその対処方法一般的な問題とその対処方法一般的な問題とその対処方法一般的な問題とその対処方法
Oracle9i XML Developer's Kit（XDK）リリース 1（9.0.1）では、新たに次のサポートとオプションが提
供されています。

� SourceViewer Bean は、内部 DTD をサポートします。

� XSQL Servlet

� 1 つの SQL 文内で、複数のパラメータ値の設定をサポートします。

� <xsql:include-owa> にパフォーマンスを改善する新しいオプションが用意されています。

� 新しい Airport SOAP Service デモが用意されています。

� CLOB と VARCHAR2 列からの簡単な XML の挿入をサポートしています。

� XSQL Processor

XSLT Processor for Java は、スレッドセーフです。

ドキュメントの記載内容の誤りドキュメントの記載内容の誤りドキュメントの記載内容の誤りドキュメントの記載内容の誤り
『Oracle9i Application Developer's Guide - XML Release 1（9.0.1）』の第 5 章と第 6 章の更新版は、次の

OTN サイトから入手できます。

http://otn.oracle.co.jp/

その他の問題その他の問題その他の問題その他の問題

インストールされたインストールされたインストールされたインストールされた Oracle Universal Installer が使用できないが使用できないが使用できないが使用できない
インストールされた Oracle Universal Installer を実行すると下記のエラーが発生し、正常に実行されま
せん。

Exception in thread "main" java.lang.NoClassDefFoundError:

Oracle Universsal Installer を使用する場合は、インストール・メディアより実行してください。

製品の削除製品の削除製品の削除製品の削除

製品製品製品製品 CD-ROM からのからのからのからの Oracle Universal Installer の使用の使用の使用の使用
UNIX プラットフォームでは、Oracle Universal Installer（OUI）がインストールの一部としてインス
トールされている場合と、インストールされていない場合があります。Oracle Universal Installer がイ
ンストールの一部としてインストールされていない場合に製品を削除するには、その製品のインストー
ル用 CD-ROM から Oracle Universal Installer を実行する方法以外ありません。Oracle Universal 
Installer を起動する手順は、『Oracle9i Developer Suite インストレーション・ガイド』を参照してくだ
さい。

コンポーネントを削除できないコンポーネントを削除できないコンポーネントを削除できないコンポーネントを削除できない
『Oracle9i Developer Suite インストレーション・ガイド』の説明のとおり、製品全体（たとえば、

Oracle9i Developer Suite または Oracle9i Application Server）を削除できますが、製品の個別のコン
ポーネント（たとえば、Oracle9i Forms Developer または Oracle9iAS Containers for J2EE）のみを削除
することはできません。Oracle Universal Installer では、Oracle9i Developer Suite コンポーネントを個
別に選択して削除することはできません。
8 Oracle9i Developer Suite for Linux リリース・ノート
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